
告

示

ア

送
信
す
る
電
波
の
周
波
数
が
八
六
〇

MHz
を
超
え
八
九
五

MHz
以
下
の
も
の

周

波

数

不
要
発
射
の
強
度
の
許
容
値

九
kHz
以
上
一
五
〇
kHz
未
満

任
意
の
一
kHz
の
帯
域
幅
に
お
け
る
平
均
電
力
が
（
－
）
一
三
デ
シ
ベ
ル

（
一
ミ
リ
ワ
ッ
ト
を
〇
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。
以
下
こ
の
表
に
お
い
て
同

じ
。）以
下
の
値

一
五
〇
kHz
以
上
三
〇

MHz
未
満

任
意
の
一
〇
kHz
の
帯
域
幅
に
お
け
る
平
均
電
力
が
（
－
）
一
三
デ
シ
ベ

ル
以
下
の
値

三
〇

MHz
以
上
一
、
〇
〇
〇

MHz

未
満

任
意
の
一
〇
〇
kHz
の
帯
域
幅
に
お
け
る
平
均
電
力
が
（
－
）
一
三
デ
シ

ベ
ル
以
下
の
値

一
、
〇
〇
〇

MHz
以
上
一
二
・

七
五

GHz
未
満

任
意
の
一

MHz
の
帯
域
幅
に
お
け
る
平
均
電
力
が
（
－
）
一
三
デ
シ
ベ
ル

以
下
の
値

注

一
、
〇
〇
〇

MHz
未
満
の
周
波
数
に
お
い
て
表
に
定
め
る
値
を
満
た
さ
な
い
も
の
は
、
一
、
〇
〇
〇

MHz
未

満
の
周
波
数
の
任
意
の
一

MHz
の
帯
域
幅
に
お
け
る
平
均
電
力
が
（
－
）
三
デ
シ
ベ
ル
以
下
の
値
で
あ
る
こ

と
。

別
表
第
二
十
三
号
の
表
中
「第

4
9条
の
６
の
３
第
１
項
及
び
第
４
項

」
を
「第

4
9条
の
６
の
３
第
１
項
及
び
第
３

項

」
に
、「第

4
9条
の
６
の
３
第
１
項
及
び
第
５
項

」
を
「第

4
9条
の
６
の
３
第
１
項
及
び
第
４
項

」
に
、「第

4
9条
の
６

の
４
第
１
項
及
び
第
４
項

」
を
「第

4
9条
の
６
の
４
第
１
項
及
び
第
３
項

」
に
、「第

4
9条
の
６
の
４
第
１
項
及
び
第
５

項
」
を
「第

条
の
６
の
４
第
１
項
及
び
第
４
項

」
に
、「第

条
の
６
の
５
第
１
項
及
び
第
４
項

」
を
「第

条
の
６

の
９
第
１
項
及
び
第
５
項

」
を
「第

4
9条
の
６
の
９
第
１
項
及
び
第
４
項

」に
、「

設
備
規
則
第
4
9条
の
６
の
２
に
規
定

す
る
陸
上
移
動
局
の
無
線
設
備
Ｔ
Ｄ
Ｍ
Ａ

」
を
「

設
備
規
則
第
4
9条
の
６
に
規
定
す
る
陸
上
移
動
局
の
無
線
設
備

設
備
規
則
第
4
9条
の
６
の
２
に
規
定
す
る
陸
上
移
動
局
の
無
線

Ｌ
Ｐ
Ｒ

設
備
Ｔ
Ｄ
Ｍ
Ａ

」
に
改
め
る
。

項
」
を
「第

4
9条
の
６
の
４
第
１
項
及
び
第
４
項

」
に
、「第

4
9条
の
６
の
５
第
１
項
及
び
第
４
項

」
を
「第

4
9条
の
６

の
５
第
１
項
及
び
第
３
項

」
に
、「第

4
9条
の
６
の
５
第
１
項
及
び
第
５
項

」
を
「第

4
9条
の
６
の
５
第
１
項
及
び
第
４

項

」
に
、「第

4
9条
の
６
の
９
第
１
項
及
び
第
４
項

」
を
「第

4
9条
の
６
の
９
第
１
項
及
び
第
３
項

」
に
、「第

4
9条
の
６

平成™š年˜—月™œ日 火曜日 (号外第™š—号)官 報
〇
総
務
省
告
示
第
四
百
四
十
七
号

電
波
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
第
二
十
七
条
の
十
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
十
九
年
総

務
省
告
示
第
四
百
五
十
七
号（
二
・
五

GHz
帯
の
周
波
数
を
使
用
す
る
特
定
基
地
局
の
開
設
に
関
す
る
指
針
を
定
め
る
件
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
三
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
五
日

総
務
大
臣

川
端

達
夫

第
五
項
第
三
号
^

中
「
第
四
十
九
条
の
六
の
三
」
を
「
第
四
十
九
条
の
六
、
第
四
十
九
条
の
六
の
三
」
に
改
め
る
。

〇
総
務
省
告
示
第
四
百
四
十
八
号

電
波
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
第
二
十
七
条
の
十
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
一
年

総
務
省
告
示
第
二
百
四
十
八
号
（
三
・
九
世
代
移
動
通
信
シ
ス
テ
ム
の
導
入
の
た
め
の
特
定
基
地
局
の
開
設
に
関
す
る

指
針
を
定
め
る
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
三
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
五
日

総
務
大
臣

川
端

達
夫

第
一
項
中
「
以
下
」
を
「
同
規
則
第
四
十
九
条
の
六
に
規
定
す
る
技
術
基
準
に
係
る
無
線
設
備
を
含
む
。
以
下
」
に

改
め
る
。

別
表
第
一
の
七
２
中
「
以
下
」
を
「
当
該
各
無
線
設
備
の
発
射
す
る
電
波
の
中
継
を
行
う
同
規
則
第
四
十
九
条
の
六

に
規
定
す
る
技
術
基
準
に
係
る
無
線
設
備
を
含
む
。
以
下
」
に
改
め
る
。

〇
総
務
省
告
示
第
四
百
四
十
九
号

電
波
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
電
波
監
理
委
員
会
規
則
第
十
四
号
）第
六
条
第
四
項
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、

平
成
元
年
郵
政
省
告
示
第
四
十
二
号
（
特
定
小
電
力
無
線
局
の
用
途
、
電
波
の
型
式
及
び
周
波
数
並
び
に
空
中
線
電
力

を
定
め
る
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
三
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
五
日

総
務
大
臣

川
端

達
夫

第
十
項
中
「
第
二
十
四
条
第
十
四
項
」
を
「
第
二
十
四
条
第
十
五
項
」
に
改
め
る
。

〇
総
務
省
告
示
第
四
百
五
十
号

電
波
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
電
波
監
理
委
員
会
規
則
第
十
四
号
）
第
十
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
昭
和
六
十

一
年
郵
政
省
告
示
第
三
百
七
十
八
号
（
構
内
無
線
局
の
用
途
、
電
波
の
型
式
及
び
周
波
数
並
び
に
空
中
線
電
力
を
定
め

る
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
三
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
五
日

総
務
大
臣

川
端

達
夫

第
二
項
中
「
第
二
十
四
条
第
十
四
項
」
を
「
第
二
十
四
条
第
十
五
項
」
に
改
め
る
。

〇
総
務
省
告
示
第
四
百
五
十
一
号

無
線
局
免
許
手
続
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
電
波
監
理
委
員
会
規
則
第
十
五
号
）
第
十
五
条
の
三
第
四
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
平
成
五
年
郵
政
省
告
示
第
四
百
七
号
（
工
事
設
計
書
の
記
載
の
一
部
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
適
合
表
示
無

線
設
備
を
定
め
る
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
五
日

総
務
大
臣

川
端

達
夫

本
則
中
「
第
十
号
」
を
「
第
十
号
の
二
」
に
改
め
る
。

〇
総
務
省
告
示
第
四
百
五
十
二
号

無
線
局
免
許
手
続
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
電
波
監
理
委
員
会
規
則
第
十
五
号
）別
表
第
二
号
の
四
の
規
定
に
基
づ
き
、

平
成
十
六
年
総
務
省
告
示
第
八
百
五
十
九
号
（
無
線
局
免
許
申
請
書
等
に
添
付
す
る
無
線
局
事
項
書
及
び
工
事
設
計
書

の
各
欄
に
記
載
す
る
た
め
の
コ
ー
ド
表
（
無
線
局
の
目
的
コ
ー
ド
及
び
通
信
事
項
コ
ー
ド
を
除
く
。）を
定
め
る
件
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
三
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
五
日

総
務
大
臣

川
端

達
夫

〇
総
務
省
告
示
第
四
百
五
十
三
号

無
線
設
備
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
電
波
監
理
委
員
会
規
則
第
十
八
号
）
第
四
十
九
条
の
六
第
一
項
第
二
号
、
第
二
項

第
五
号
及
び
第
三
項
第
六
号
並
び
に
別
表
第
三
号
17
\
の
規
定
に
基
づ
き
、
携
帯
無
線
通
信
の
中
継
を
行
う
無
線
局
の

送
信
装
置
の
技
術
的
条
件
を
次
の
と
お
り
定
め
、
平
成
二
十
三
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
五
日

総
務
大
臣

川
端

達
夫

一

不
要
発
射
の
強
度
の
許
容
値
は
、
次
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

１

陸
上
移
動
局
の
送
信
装
置

\

陸
上
移
動
局
対
向
器
に
係
る
も
の
（
送
信
周
波
数
帯
域
の
端
か
ら
一
〇

MHz
以
上
離
れ
た
周
波
数
帯
に
限
り
適

用
す
る
。
た
だ
し
、
一
、
八
八
四
・
五

MHz
以
上
一
、
九
一
九
・
六

MHz
以
下
の
周
波
数
帯
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。）
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